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 要  旨 
フラーレン(C60)はサッカーボール状の点群 Ihに属する分子である。医学、工学などで機能素材として期待されて
いる。ファンデルワールス力により結合した単結晶は室温から冷却すると 256K(=TC )で C60分子の自由回転から
回転軸が[111]に配勾した束縛回転へ移行し、面心立方(fcc)から単純立方(sc)へ相転移する。Rafailovらは回転の自










 C60のラマンスペクトルの温度変化と Ag、Hgモードの線幅の温度変化を図 1、図 2にそれぞれ示す。1425cm-1



















図 1  C60単結晶のラマン散乱スペクトル
 
図 2  各モードの線幅の温度変化 
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